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バッテリレス電源供給方式を用いた ZigBee駆動に関する検討 
A study on a ZigBee powered by Battery-less Power Supply Method 
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１． 序論 

本研究では，災害時の被災者や一人暮らしをし

ている高齢者の安否確認の手段として近距離無線

通信規格であるZigBeeを用いることを考えている．

本来 ZigBee は家電向けの無線通信規格であるた

め，家庭用電源などからの電力供給を基本として

おり，単体での駆動を想定していない．しかし，電

池を電源とした場合電池切れが起きた場合等で，

安否確認が出来なくなる可能性がある．そこで，メ

ンテナンスフリーな単独駆動を可能とするために，

熱電変換素子と電気二重層コンデンサ(EDLC)を

用いたバッテリレス駆動方式で，ZigBeeを駆動でき

るかを検討した． 

２．評価内容 

図 1 は EDLC を用いたバッテリレス回路である．

熱電変換素子に 5[℃]の温度差を与え，0.7[V]の

起電力を条件として実験した．(a)は熱電変換素子

から並列接続した EDLC への充電を行う．充電が

終了した EDLC は(b)のように直列接続に切り替え

られ，電圧を 1.4[V]に上げて DC-DC Converterを

駆動，ZigBee に 3.3[V]供給する．ただし，DC-DC 

Converterの駆動電圧 0.85[V]以上である． 

シールドルームにおいて，ZigBee Control(ZC)と

ZigBee End Device(ZED)の間隔を 0.1[m]にし，直

流安定化電源とバッテリレス回路それぞれで駆動

させ，通信を試みた．まず相互通信が出来たことを

専用ソフトの通信ログから確認した．次にZED側に

スペクトラムアナライザを設置し，ZC 側からの電界

強度を測定した． 

３．結 果 

(1) ZigBee の駆動は，バッテリレス回路でも通信

可能であることを確認した． 

(2) 図 2 はスペクトラムアナライザで観測した電界

強度の一部分である．観測開始から 4[s]と

5[s]で，瞬間的に電界強度が強くなっている

点が見られる．よってバッテリレス回路でも，デ

ータの送信ができていることがわかる． 

(3) 表 1 は直流安定化電源とバッテリレス回路そ

れぞれで駆動させたときの電界強度である．

どちらも 10 回データを送信したとき観測され

た電界強度の平均値を示し，ほぼ同じ電界強

度が得られていることがわかる． 

４．結 論 

バッテリレス回路は ZigBee を十分に動かすこと

が可能である．今後はバッテリレス回路がさらに長

時間駆動できるように検討していく必要がある． 
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(b)駆動回路 

図 1 バッテリレス回路 

 

 

図 2 スペクトラムアナライザで観測した波形 

 

表 1 各駆動方式での電界強度平均値 

駆動方式 平均電界強度[dBm] 

バッテリレス駆動方式 -61 

直流安定化電源 -63 
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ページ設定の余白 

 上下左右 20mm 

 

段組みの間隔 

 （中央） 10mm 


